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（消費税込み・テキスト代含む）

「移動式クレーン定期自主検査者安全教育」
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28 8 18 19

28

10,597

28 水9

東京事務所　教育課

甲斐の猿橋 写真提供　東部材料試験室　志賀祐一朗氏
　甲斐の猿橋は日本三奇橋のひとつで、長さ31ｍ、幅3.3ｍの木橋ですが、谷が31ｍと深く橋脚がたてられないため、橋脚を
使わずに両岸から張り出た四層のはね木によって橋を支えている珍しい構造です。周囲の自然景観との調和が見事なことか
ら昭和７年に国の名勝に指定されました。猿橋から下流方向に見えるのは八ツ沢発電所一号水路橋、上に見える橋は国道20
号の新猿橋。 （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

水路橋と新猿橋

猿橋



　

平
成
二
十
八
年
度
の
定
時
総
会
は
六
月
十
三
日
（
月
）
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
（
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
前
田
会
長
が
議
長
に
あ
た
り
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十

七
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
並
び
に
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
案
及
び
同
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
第
53
回
ボ
イ
ラ
ー
溶
接

士
溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会
・
第
47
回

ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け
技
能
競
技

全
国
大
会
及
び
安
全
管
理
優
良
表
彰

等
・
職
員
永
年
勤
続
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接

協
会
の
平
成
二
十
八
年（
第
九

回
）
定
時
総
会
は
、
六
月
二
十

四
日
午
後
三
時
か
ら
東
京
都

江
東
区
亀
戸
一
丁
目
の
ア
ン

フ
ェ
リ
シ
オ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
横
田
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
の
審
議
に
入

り
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
た
あ
と
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予

算
案
を
上
程
し
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
に
つ
い

て
は
五
月
二
十
三
日
の
理
事
会

で
役
員
案
を
審
議
し
了
承
さ

れ
、
本
日
そ
の
案
を
上

程
し
た
旨
の
報
告
を
し

た
。
審
議
の
結
果
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、

第
五
十
六
回
溶
接
技
術

競
技
会
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。
横
田
大
会
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
大

久
保
審
査
委
員
長
の

審
査
講
評
の
あ
と
、
表

彰
が
行
な
わ
れ
、
入
賞

者
に
は
会
長
賞
、
東
京

都
知
事
賞
、
江
東
区

長
賞
、江
戸
川
区
長
賞
、

ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安

全
協
会
長
賞
、
東
部
地

区
検
定
委
員
長
賞
、
日

刊
工
業
新
聞
社
賞
、
産

報
出
版
賞
、
そ
し
て
各

部
門
の
上
位
（
三
位
ま

で
）
入
賞
者
に
会
長
特

別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

最
後
に
後
援
団
体

と
来
賓
を
代
表
し
て

江
東
区
の
谷
口
地
域

振
興
部
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
約
一
二
〇

名
に
よ
り
懇
親
会
が

開
か
れ
和
や
か
に
歓
談

し
た
。

見えますか？
あなたのまわりの  見えない危険
みんなで見つける  安全管理

全国安全週間スローガン

一般社団法人 東京都溶接協会

総会々場 横田大会々長アーク溶接の部
優勝

㈱前川製作所
島田　樹さん

半自動アーク溶接の部
優勝

㈱前川製作所
齊藤健太さん

6月24日 於　アンフェリシオン

本週間 2016 7/1 ～ 7
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全
国
安
全
週
間
は
、
労
働

災
害
防
止
活
動
の
推
進
を
図

り
、
安
全
に
対
す
る
意
識
と

職
場
の
安
全
活
動
の
よ
り
一

層
の
向
上
に
取
り
組
む
週
間

で
す
。
昭
和
３
年
に
第
１
回

が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
一
度

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
本
年
で
第
89
回
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
職
場
に
お
け

る
労
働
災
害
防
止
活
動
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
積
極
的

に
安
全
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

更
な
る
労
働
災
害
の
減
少

を
図
る
こ
と
を
決
意
し

　﹁
見
え
ま
す
か
？

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
の

　
見
え
な
い
危
険

　
み
ん
な
で
見
つ
け
る

　
安
全
管
理
﹂

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展
開

し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

　
定
時
総
会
・
表
彰
式
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

於 

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

定
時
総
会
会
場

ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け

技
能
競
技
全
国
大
会

優
勝
チ
ー
ム

東
京
鋼
鐵
株
式
会
社
小
山
工
場
様

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会

　
日
本
精
機
株
式
会
社

　
　
　
　
　
優
勝
者
　
金
喜
良
人
様

定
時
総
会

溶 接 技 術 競 技 会
表 彰 式 を 開 催
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助成金案内～東京都障害者安定雇用奨励金
　障害者や難病患者の安定雇用と処遇改善を目的とし、安定的な雇用と処遇改善に取り組む企業に対し、東京都が支給する奨励金制度です。具
体的には、平成28年１月１日以後に対象となる一定要件の障害者および難病患者の新規雇入れ、もしくはすでに雇用している対象者を正規雇用
もしくは無期雇用に転換した事業主に支給されます。主な支給要件に、雇用保険を財源とする「特定求職者雇用開発助成金」、「発達障害者・難
治性疾患患者雇用開発助成金」の給付を受けていることが必須ですので、労働局から支給申請書の交付があった事業主が対象となります。

〈支給要件〉
１．雇入れの場合（障害者等を正規雇用や無期雇用で採用した場合）
　①１週間の所定労働時間が20時間以上の無期雇用労働者として雇入れていること
　②雇入れた労働者に支払われる賃金が、雇入れ後も継続して最低賃金を５％以上上回る額であること
　③雇入れた労働者に適用される次のいずれか二つ以上の制度を設けていること
　　・昇給制度　　・賞与制度　　・通勤手当制度　　・通院休暇または病気休暇制度
　④雇入れ後６か月間の評価を行い、今後の育成方針を策定すること
　⑤特定求職者雇用開発助成金または発達障害者・難治性疾患患者雇用開発助成金の支給決定通知を受けていること
２．転換の場合（障害者等を有期雇用から正規雇用や無期雇用に転換した場合）
　過去３年以内に雇入れた有期雇用の対象労働者を平成28年１月１日以後、無期雇用に転換した場合に支給されます。
　①有期雇用労働者を無期雇用（一週間の所定労働時間20時間以上）に転換していること
　②�転換後の賃金が、転換前の賃金より５％以上昇給していること及び、転換後も継続して最低賃金を５％以上上回る額であること
　③転換した労働者に適用される次のいずれか二つ以上の制度を設けていること
　　・昇給制度　　・賞与制度　　・通勤手当制度　　・通院休暇または病気休暇制度
　④転換後６か月間の評価を行い、今後の育成方針を策定すること
　⑤特定求職者雇用開発助成金または発達障害者・難治性疾患患者雇用開発助成金の支給決定通知を受けていること
　⑥�転換の日の前日から、支給対象企業に雇用される期間が過去３年以内の有期契約労働者であって、転換日から６か月以上の期間継続して雇
用されている労働者であること

　⑦転換の日の前日から過去３年以内に、当該企業に無期雇用労働者として雇用されたことがないこと

〈支給金額〉
　転換等の区分に応じ、対象となる有期雇用契約者等１人当たり、下表に定める金額が事業主に支給されます。同１年度における支給人数は、
１社につき合計10人までが上限となります。

区　　　分 中小企業事業主 大企業事業主
雇入奨励金（無期雇用で雇い入れ） 120万円 100万円

転換奨励金（有期雇用労働者を無期に転換） 120万円 100万円

〈申請方法〉
１．提出書類
　次の書類を郵送または持参して提出します。郵送の場合は、記録が残る簡易書留等で発送してください。所定の様式はサイト上（東京はたら
くネット）からダウンロードできます。
　①所定の支給申請書
　②所定の誓約書�
　③特定求職者雇用開発助成金または発達障害者・難治性疾患患者雇用開発助成金支給申請書の写し�
　④障害者手帳等、支給対象者が障害者であることを確認できる書類の写し
　⑤所定の様式による育成方針
２．申請手順
　①雇入れから６カ月間継続して雇用した翌日から１カ月以内に「育成方針」を提出、同２カ月以内に奨励金申請書を東京都に提出。
　②�「特定求職者雇用開発助成金」・「発達障害者・難治性疾患患者雇用開発助成金」の支給決定通知書を受理した日の翌日から１カ月以内に、
その写しを東京都に提出。

　③東京都より支給決定通知書が郵送され、30日以内に奨励金が振込まれます。

〈併給できない助成金〉
　この奨励金は、同一の支給事由により支給要件を満たすこととなる次の助成金等を受給している場合には、重複して受給できません。
　①国が支給するキャリアアップ助成金
　②東京都正規雇用等転換促進助成金
　③東京都公共訓練に係る障害者等訓練修了者雇入奨励金
　④東京都緊急就職支援事業助成金等
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※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3 階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6
タニビル 5 階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20
機缶健保会館 2 階

TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10
千葉第一生命ビル 2 階

TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2
JA共済埼玉ビル 6 階

TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3 階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

講習名 事務所 7 月 8 月 9 月

玉
掛
け
技
能
講
習

東 京
	 12	 	 13 	 14	 	 15
	 	 23 	 	 24

千 葉
	 17	 	 18
	 	 21

埼 玉
	 20	 	 21 	 3	 	 4 	 20	 	 21
	 	 23 	 	 7 	 	 24

神奈川
	 21	 	 22
	 	 24

茨 城
	 8	 	 9
	 	 11

栃 木
	 4	 	 5 	 2	 	 3 	 6	 	 7
	 	 6 	 	 4 	 	 8

甲 信
	 6	 7	 8 	 18	 	 19 	 8	 	 9
	 28	 29	 31 	 	 21 	 	 11

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

東 京

千 葉
	 1	 	 2
	 	 4

埼 玉
	 23	 	 24
	 	 27

神奈川

茨 城

栃 木
	 25	 	 26
	 	 28

甲 信
	 4	 	 5
	 	 6

講習名 事務所 7 月 8 月 9 月

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

東 京
	 5	 	 6 	 	 7
	 9	 16	 17 	 10	 17	 18

千 葉
	 20	 	 21 	 27	 	 28
	 24	 30	 31 10/2 10/9 10/10

埼 玉
	 	 7 	 7	 	 8
	 9	 16	 17 	 10	 17	 18

神奈川
	 	 15
	 16	 17	 18

茨 城
	 	 1 	 	 2
	 3	 10	 24 	 4	 11	 25

栃 木
11 15 	 	 23 9 26

12 13 14 16 17 18 	 24	 25	 26 10 11 17 27 28 29

甲 信

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

東 京

千 葉
	 23	 	 24
	 	 28

埼 玉
	 26	 	 27 	 17	 	 18 	 28	 	 29
	 	 30 	 	 20 	 	 10/1

神奈川
	 7	 	 8
	 	 10

茨 城
	 7	 	 8
	 	 10

栃 木
	 20	 	 21 	 12	 	 13
	 	 22 	 	 14

甲 信
	 21	 	 22 	 20	 	 21
	 	 23 	 	 22

★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時
・
会
場

　

◦
八
月
二
十
七
日（
土
）　

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
三
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
九
月
十
一
日（
日
）　　

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
十
八
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
一
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
二
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
八
月
二
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
午
後
〇
時

　

実
技
＝
八
月
二
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
覆　

会
員　

一
五
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ク
溶
接　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
酸
ガ
ス　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

１
日
▼
全
国
安
全
週
間（
〜
７
日
）

　
　
　

国
民
安
全
の
日

　
　
　

富
士
山
開
き

　
　
　
博
多
祗
園
山
笠（
〜
15
日
）

４
日
▽
米
国
独
立
記
念
日

５
日
▽
栄
西
禅
師
忌

６
日
▽
東
京
入
谷
朝
顔
市（
〜
８
日
）

　
　
　
テ
ク
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

　
　
　

in
か
わ
さ
き
２
０
１
６

　
　
　
（
か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス

　
　
　

パ
ー
ク 

〜
８
日
）

７
日
▽
小
暑

　
　
　

七
夕

　
　
　

成
田
不
動
尊
祗
園
会

９
日
▽
東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市

　
　
　

鷗
外
忌

13
日
▽
ぼ
ん
迎
え
火

　
　
　
東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭

15
日
▽
ぼ
ん

　
　
　
小
倉
祗
園
太
鼓（
〜
17
日
）

16
日
▽
ぼ
ん
送
り
火

　
　
　

国
土
交
通
デ
ー

　
　
　

勤
労
青
少
年
の
日

17
日
▽
京
都
八
坂
神
社
祗
園
祭

18
日
▽
海
の
日

22
日
▽
大
暑

23
日
▽
相
馬
野
馬
追
大
祭

　
　
　
（
25
日
ま
で
）

25
日
▽
大
阪
天
満
天
神
祭

30
日
▽
大
阪
住
吉
祭（
〜
８
／
１
）

31
日
▽
芦
ノ
湖
湖
水
祭

※ 

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
関
係
諸

団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902


